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昨年 同 様 ， (イ ) r医療 保 障 の 法構造J と ( ロ ) r 医
事法」 につ い て ， 研究 を 行って い る 。 前 者 は ， 社 会
保障法 お よ び医療 ・ 健康 保障法の理念 ・ 法体系 を 考
察す る も の で あ り ， 後 者 は ， 独 自 の 法領域 と し て の
「医事法J の 理 念 ・ 体 系 化 を 意 図す る も の で あ る 。
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2) 医学 部精神神経医学 講 座 と の 共 同 研 究 と し て 、
反応時間課題 の行動分析的研究
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